
 

- 1 - 
 

 
第３号 

平成 22 年度仙台 YEG 広報 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

全国キャラバン終了！  残すは本番のみ！ 

 

 平成 22 年 12 月 28 日発行  平成 22 年度仙台 YEG 広報  

仙台商工会議所青年部 第３号 

日本商工会議所青年部 全国大会みやぎ・仙台大会が平成 23 年 2 月 17 日～20 日に開催されます。30 回目

にあたる当大会に、全国にいる多くの YEG メンバーに登録頂こうと、阿部大会会長、松坂実行委員長が中心と

なり全国を春季・秋季の 2 回にわたって PR してきました。キャラバン隊に同行頂きました仙台 YEG メンバー

の方々も本当にお疲れ様でした。瓦板第３号冒頭では、そのキャラバンでの様子を御報告致します。 

  

 

 

   

 

 

 

 

伊達に華やげ 千代に続け 愛する地域のために！ 

伊 達 に い っ て み よ う ！ 
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平成 22 年 12 月 7 日（火）、企画・研修委員会＆コミュニケーション委員会の 12 月合同事業、『仙台商工会議

所青年部 全国大会みやぎ・仙台大会 勉強会＆大忘年会』を開催致しました。 

企画・研修委員会が中心となり全国大会に向けての「勉強会」と、会員同士が全国大会への盛り上がりを図る

為コミュニケーション委員会が中心となり「大忘年会」の 2部構成で実施致しました。 

この事業は、平成 23 年 2 月に全国大会みやぎ・仙台大会を控え、仙台 YEG メンバーの皆様に大会の目的や役

割、内容を理解して頂き、メンバー一人ひとりが心を一つにし、モチベーションを高め、団結をさらに深めて全

国大会を成功させる事、また、卒業会員にも参加を求め、全国大会に対するご協力のお願いと現役会員とのコミ

ュニケーションを図っていただく場を設ける事を目的とさせて頂きました。 

 

 

 

 

事業当日、約 120 名のメンバー及びＯＢ会員の皆様に参加をして

頂き勉強会を開催することが出来ました。阿部大会会長を始め松坂

実行委員長に全国大会の開催に至る経緯や趣旨、目的について説明

を頂き、続いて各セクション担当の副実行委員長及び部会長より時

系列に沿って大会の内容や流れ、役割等を説明して頂きました。 

また、委員長と部会長を中心とした全国大会に関する担当役割の

説明や意見、疑問について話し合う委員会を実施。そして、全国大

会成功に向け全国を駆け回ってＰＲとお願いをし続けてきた阿部大

会会長及び松坂実行委員長に対し西牧筆頭副実行委員長が作成した

サプライズビデオの上映と。全体的に時間が足りない中、全国大会

の内容を真剣に聞くメンバーの皆様の姿を見て「実施出来て本当に

良かった！！」と感じる事が出来ました。 

このような内容で開催した勉強会は、メンバーの皆様に全国大会

に対する姿勢と熱い思いを伝える事が出来たのではないかと思って

おります。 

後は、メンバーの心が一つとなって「大きな絆」となり、その絆

が全国大会成功に繋がるものと思っております。 

最後に、この事業に対し本当に多くのメンバーの皆様にご協力を

頂き心より感謝申し上げます。 

企画・研修委員会 委員長 高橋 貴美 

 
 
 
 

心ひとつに全国大会へ ～全国大会みやぎ・仙台大会 勉強会＆忘年会～ 

 

 

 

第 一 部  勉 強 会 

第 二 部  大 忘 年 会 

勉強会の後はコミュニケーション委員会担当の大忘年会！ 

例年は「クリスマス家族会」でしたが、今年は来年２月の全国大

会を前に仙台メンバーが一致団結しよう！との目的の元、メンバー

同士の懇親と交流を深める場として企画させて頂きました。 

 

＜次ページへ続く＞ 
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＜前ページより＞ 

司会は入会してまだ日の浅い、青年部最年少の浅野氏とナイス

ボイスの島田氏。アトラクションも第一部の勉強会を踏まえたク

イズ、ＯＢの方には壇上にご登壇頂いての自己紹介、そしてメイ

ンはＹＥＧの懇親会では異色？の国分町「ロンドンブーツ」によ

るステージ。（ロンブーについて詳しく知りたい方はコミュ委員会

へお尋ね下さい） 

盛り上がった所で、ステージ上には怪しげな団体・・・。 

そうです、私達コミュ委員会のピックアップメンバーによる「少

女（少年？）時代」を披露。述べ１０時間弱の練習をし、ある意

味団結力が強まった当委員会です（笑）体力的にも１分半が限界

の為、１コーラスで降壇しましたが、残りのステージをロンブー

の皆さんが盛り上げてくれました。 

ラストはステージにＯＢから役員から実行委員などが入り乱れ

ての「ＹＥＧ」コール。 

「団結」をテーマとして担当させて頂きましたが、大丈夫・・・

いや、如何でしたでしょうか？この盛り上がりを全国大会へぶつ

けたいと思います！１２４名のご参加ありがとうございました！ 

コミュニケーション委員会 委員長 鈴木未来 

 
 
 
 
  

 新理事・監事も決定し、全国大会開催後の新たな仙台ＹＥＧが

始動いたしました。更なる発展のための準備が着々と進んでいき

ます。平成 23年度の後藤会長体制にみなさんご期待ください。 

 総会後の懇親会では亀田・白津顧問の挨拶、新入会員の紹介、

ゲームを交えた活発な名刺交換会を開催し、YEGメンバーの中での

新たな人脈づくりの機会となりました。 

総務委員会 委員長 西村敏和 

 
10 月退任された丸森前会頭へ花束贈呈 

 
後藤次年度会長 

後藤次年度会長を選任～臨時会員総会 

 

 

 10 月 26 日、ホテル仙台プラザにて平成 22 年度臨時会員総会が

開かれ、平成 23年度の新会長は後藤誠君（宮城トヨタ自動車㈱）

に決定いたしました。 
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 9 月 13 日（月）仙台商工会議所７Ｆ大会議室にて、仙台中

法人会青年部との交流事業が開催された。 

今回の事業目的は、他団体青年部との交流を通して、互いに理

解を深めることから始め、近い将来仙台経済の更なる発展を視

野においた事業を一緒に行う礎を構築することにあった。 

 当日は 50 名程のメンバーが集い、各団体の概要説明により

相互理解を深めた後、グループディスカッションにおいて今後

のコラボレーションの可能性について活発な意見交換がなさ

れた。 

        地域連携委員会  委員長 西下孝之 

五感を育む農業体験ツアー 

ここに始まる地域連携の輪 ～仙台中法人会青年部との交流～ 

  11 月 14 日、岩沼市にある㈱フレッシュファーム

様において農商工連携事業を開催しました。 

 同社 村上社長、渡邊部長の協力を得て、青年部

会員や家族が圃場に入り、定植や収穫体験を行なっ

たほか、農園で作られた米や野菜、味噌等を使用し

て調理を行ない、昼食交流会を実施しました。 
体験を通じて農業を身近な存在として感じるだけ

でなく、子供たちの食育の観点からも非常に有意義

なものとなりました。 
ビジネスネットワーク委員会 委員長 青木聡志 

  

 11 月 5 日、ホテルリッチフィールド仙台にて今年

度第２回新人研修会を実施致しました。 
 ＹＥＧメンバーである八矢浩君（㈲マイルストー

ン）の指導の下、研修の一部にチームビルディング（人

と人をつなぐ技法）方式を採用し、ＹＥＧの事を学び

ながらも、コミュニケーションの基本を身につけ、職

場等での会話の大切さに気付いて頂く機会となった

と思います。 
 

新人会員研修 チームビルディング  

 
研修会終了後は、同会場にてウェルカムパーティ

を開催し、和気藹々と新しい仲間作りができました。 
会員拡充新人研修委員会 委員長 清水基正 
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11 月 20 日 仙台 89ers 試合観戦 

11 月 7 日 仙台YEG 親睦ゴルフ 
優勝！石川裕也君！ 

9 月 26 日 釣り同好会 in 野々島 

その他の YEG 活動（9 月～12 月） 

 

10 月 11 日 白石鍋祭り 
売れ行き好調！鳥鍋！ 

 

10 月 17 日 古川鍋祭り 
豚汁たくさん食べてって～！ 

 10 月 24 日 気仙沼七輪祭り 
抽選で豪華マツタケ入り野菜が当たる！ 
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全国大会に向けて 

第３０回全国大会「みやぎ・仙台大会」 
実行委員会より 

 今回は、阿部大会会長、松坂大会実行委員長を支える ４名の大会副実行委員長から、大会に向けての意気込み

をお伝え致します。 
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  今更ながら･･･  
 

【編集後記】 
全国大会･･･ 手を挙げた時はまだ先の話かと･･･ 
しかし、気がつけばもう目の前。時が流れるのは早いですね。 
2011 年がメンバー皆さまにとって良き 1 年となりますように！ 

発行元 
仙台商工会議所青年部 
   平成 22 年度広報・渉外委員会 

URL http://www.sendai-yeg.jp 
 

 東は太平洋に面し、西は奥羽山脈に接する宮城県。太平洋沿岸部から奥羽山脈のふもとにかけて広大な平野部を持
ち、米処として有名である。また世界三大漁場の三陸沖に近く、全国屈指の水揚げ量を誇る、気仙沼漁港、石巻漁港、
塩釜漁港と３つの特定第３種漁港があり、１県で３つの特定第３種漁港を持つのは、全国で唯一宮城県だけです。そ
の他にも豊富な食材があり、「食材王国みやぎ」としてＰＲされています。 
 歴史的には、明治の廃藩置県で仙台藩は宮城県となりました。仙台藩の初代藩主は、独眼竜として知られている伊
達政宗です。米沢藩主の家に生まれた政宗は、幼少期に患った疱瘡により右目を失いました。やがて１８歳で家督を
相続した政宗は、戦いにより領地を拡大し南東北を治め、天下統一の野望に燃えていました。しかし中央では豊臣秀
吉が天下統一の最終段階に入っており、政宗は小田原の北条攻めに遅れて参陣したため、後の奥州仕置で転封となり
ます。 
 秀吉・家康の二人の天下人が繰り出した政宗排除の策略を見事にかわした政宗は天下取りに蓄えていた力をそのま
ま国づくりに注ぐようになりました。「入りそめて 国ゆたかなるみぎりとや 千代とかぎらじ せんだいのまつ」
（今度この地に来たからには ここを千年以上も続く 豊かな国にしてみせる）は仙台の地で政宗がよんだ詩です。
理想の国づくりを目指し、新田の開発、慶長遣欧使節、寺社の造営を積極的に行い、いまや仙台市は東北の中心とし
て発展を遂げることができました。政宗は天下取りのレースには遅れてしまいましたが、桃山文化と奥州の伝統との
融合、産業基盤の確立などを通じて自らの理想の国をつくりあげました。 
 今年度日本ＹＥＧのスローガンである“ Make it happen！ 夢への挑戦 ”のもと、いまこそＹＥＧメンバーがそ
れぞれの愛する町、そしてこの愛する日本のために行動を起こすときであると思います。 
 この大会を機に参加されたＹＥＧメンバーが理想の街づくりに参加し、それぞれの夢を叶える一助となればと願っ
ております。 

大会コンセプト 

 【伊達に華やげ 千代に続け 愛する地域のために】 

http://www.sendai-yeg.jp/�

